



The Activities for Promotion of Reading and Story Telling
― The Record of Mihono Ohanashinokai Funded by The Children’s Dream Fund ―
外崎　充子　　茂木　典子　　佐藤　愛子 
三浦　文恵　　三村　弥生
要約　本研究は平成 22 年度、短大教員 5 名で「美保野おはなしの会」を結成し、独
立行政法人国立青少年教育振興機構より「子ども夢基金」の助成を受け、青森県内で
読書推進活動を行った実践の記録である。講師に絵本作家や児童文学者、読み聞かせ
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加を呼びかけたが、1 回の参加状況は 40 名
の域を出なかった（第 3 回は 220 名）。むつ
市では苦戦したため、次の弘前市では知り合
いに個別に電話で参加を依頼した。
広報に関しては、幅広い機関との連携・協
力が必要であることをあらためて実感した。
特に今回は、指導者養成という観点から一般
参加者の受講を想定したが、県内一円に対象
を広げたことや、主婦層への告知・集客に関
して広報を徹底できなかった。スタッフ不足
―第10回　学生による読み聞かせ―
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と毎月開催による時間的余裕のなさが原因で
はないかと思う。
類似した内容の講習会が多く開催されるよ
うになった昨今の状況を見ると、講習会も指
導だけでなく、プログラムにもっと工夫が必
要であったと思う。特に、指導者養成という
括りも効果的ではなかったかもしれない。
また、「八戸短期大学」の名称を表記でき
ない制約もあり、初めて活動する「美保野お
はなしの会」では知名度が無く、集客が難し
かった。
読み聞かせに集まる方々は常連の方と無関
心な方とに二極化しているといえる。中間層
やその他の層には個別に働きかけ何人かで連
れ立って来場するよう、誘いかける必要があ
る。男性客も少なかった。集客にはかなりの
工夫が必要だ。
しかし、参加した方々の感想はどの会場も
上々で、数の少なさを補って余りあるもの
だった。特に、第 2 回のあまんきみこ先生の
回では 220 人が参加し、反響も大きかった。
あまん先生の知名度と作品へのなじみ深さが
集客につながったものと思う。
それにしても我々会員 5 人が痛切に感じた
ことは「本学の学生が参加できる日時・会場
の設定が望ましかった」ということである。
10 回とも短大生が授業中の開催であり、最
も参加して欲しかった幼児保育学科の学生に
良きチャンスを与えられずに終わったことは
残念でならない。平日の 1 時半開催という時
間帯は厳しい制限であった。
これらの要因として、多忙な教員がスタッ
フであったため、先に自分たちの都合で日程
を組み、参加者主体で検討しなかった影響が
参加者数にあらわれたと思う。
（4）会場・進行
会場はどこも講演会にふさわしく、快適な
環境であった。駐車場も確保されて、会場設
定は適切であった。
進行は毎回①会長挨拶②講師紹介③講演④
会場トーク⑤お礼の言葉で進んだ。会場設定
や受付、アンケートの回収などは回を追うご
とにスムーズに行われるようになった。
挨拶では毎回子ども夢基金の助成事業であ
ることを話し、単年度で終了することも付け
加えた。会場からは継続して欲しいという声
が毎回聞かれた。基金の政府方針は 23 年度
未定であり、我々スタッフも今年度の制約の
中では継続は無理だと実感していた。
〔成　果〕
（1） 普段地方で接する機会のない絵本作家と
じかに話ができたのは、参加者のみならず
我々スタッフもよい経験・勉強になった。
・創作の裏話やエピソード
・絵や言葉によせる思い
・絵本作家になった経緯
・境遇や環境、生い立ちと作風
・子どもの読者との交流
・ダミーを使っての読み聞かせ　など
（2）読み聞かせを実践している方の心配りや
技術、経験談はスタッフがすぐにでも取り入
れたいものばかりであった。
・本の言葉を読むだけでなく、雰囲気を大
切にしながら読み手のお話にしていく。
・聞き手をおはなしの世界に引き込む工夫
として絵の拡大・大きな画面・立体的な
背景・BGM の使用などがある。
・本のめくり方　めくりぐせの付け方
・立ち位置（光との関係）と背景（黒で覆
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う）の工夫
・方言の良さ
・自然体で力を抜いて楽しく読む
・選書は年齢にこだわらない
・「読んであげる」のではなく、「聞いてく
れるかな」という姿勢　　など
（3）全体で延べ 400 名の方が参加した。年配
の女性が多かった。アンケートの記述を読む
と多くの方に満足していただけたと思う。ど
の方からも暖かい声援をおくっていただい
た。
（4）講師の方々や参加の皆さんとスタッフの
交流をはかることができた。講師自ら集客を
してくださった方もいて、感謝にたえない。
この活動を通して絵本作家や県内の読書関係
者との人脈を築くことができた。
（5）委員のスタッフ 5 人は所属学科や専門が
それぞれ異なるが、各自の分野を生かし、協
力して活動に当った。助成金事業により、団
体活動のあり方、開催運営のノウハウ等を学
んだ。
Ⅶ．終　わ　り　に
今後に課題を残した事業ではあったが、全
体的に、地方での読み聞かせ講演会の内容と
しては目標を達成できたと思う。今後に向け
て、より内容や対象、開催日時に関して吟味
し、発展可能な研修プログラム実施を検討す
る必要がある。
県内一円に蒔いた種が時間をかけて成長し
ていくことを願っている。
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